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２
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二
〇
二
六
年
度

大
津
市
伝
統
芸
能
会
館

主
催
能
楽
公
演

和
歌
と
霊
験

終

演

予
定
―

六
時

頃

【和
歌
と
霊
験
】
と
題
し
て
お
届
け
す
る
二
０
二
六
年
度
主
催
公
演
．

第
二
日
は
歌
人
・西
行
法
師
が
住
吉
で
体
験
す
る
和
歌
を
テ
ー
マ
に
し
た
物
語
で
す
。

嵯
峨
か
ら
住
古
の
明
神
へ
参
詣
に
訪
れ
た
西
行
が
、
釣
殿
の
近
く
で
尉
と
姥
に
出
会
い
ま
す
．

二
人
は
庵
の
軒
端
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
月
を
愛
で
る
べ
く
板
問
さ
へ
塞
ぐ

こ
と
を
情
し
む
姥
と
、
秋
の
時
雨
は
も
と
よ
り
嵐
で
落
ち
る
木
の
葉
の
音
ま
で
も
聞
き
た
い
と

軒
を
葺
く
尉
。
二
人
の
意
見
は
自
然
と
「賤
が
軒
端
を
葺
き
ぞ
わ
づ
ろ
う
」
と
い
う
歌
の
下
の

旬
に
な
り
、
尉
は
西
行
に
上
の
句
を
求
め
宿
を
貸
す
条
件
に
し
ま
す
。
西
行
が
す
ぐ
さ
ま
卜
の

句
を
付
け
る
と
、
喜
ん
だ
尉
は
庵
へ
招
き
入
れ
、
秋
の
夜
の
風
情
を
楽
し
む
う
ち
、
松
の
根
を

枕
に
ま
ど
ろ
む
の
で
し
た
。
い
つ
し
か
尉
と
姥
の
姿
は
消
え
て
い
ま
し
た
。
実
は
こ
の
老
人
は

住
吉
の
明
神
だ
っ
た
の
で
す
。
や
が
て
、
宮
人
に
憑
依
し
た
明
神
が
現
れ
、
西
行
の
前
で
和
歌
の

徳
を
讃
え
て
舞
い
始
め
ま
す
。

歌
枕
″住
吉
の
松
″
で
名
高
い
大
阪
市
住
吉
区
の
住
吉
神
社
は
、
古
く
か
ら
″歌
の
神
″
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
能
『
雨
月
』
で
は
、
自
然
を
味
わ
い
楽
し
む
和
歌
の
魅
力
と

神
秘
的
な
力
が
、
西
行
と
住
吉
の
明
神
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
描
か
れ
ま
す
。
能
に
影
響
を

与
え
た
和
歌
そ
の
も
の
を
題
材
に
し
た
風
情
の
あ
る
舞
台
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
代
の
歌
人
で
あ
る
林
和
清
氏
に
よ
る
、
西
行
と
和
歌
の
魅
力
満
載
の
お
話
に
も

デ
）期
ｒ
ぼ
く
だ
さ
い
〓

一九
六
六
年
京
都
に
て
能
楽
師
・味
方
健
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。幼
少
よ
り
父
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
一九
八
六
年
、

片
山
幽
雪
（人
間
国
宝
）に
内
弟
子
入
門
ｅ幽
雪
（九
世
九
郎
右
衛
門
）、

十
世
九
郎
右
衛
門
に
師
事
二
九
九
一年
独
立
。
二
〇
〇
一年

「京
都
市
芸
術
新
人
賞
」受
賞
。
二
〇
〇
二
年
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都

テ
レ
ビ
に
て
能
楽
入
門
番
組
「能
三
昧
ｉ
全
二
十
八
Ｕ
を
監
修
、

出
演
す
る
。
二
〇
〇
三
年
新
作
能
「待
月
」
の
脚
本
を
手
が
け

シ
テ
を
演
じ
る
。
二
〇
〇
四
年
「京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
」

受
賞
。
二
〇
三
二
年
「第
四
十
四
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政

大
学
能
楽
賞
」受
賞
。
二
０
二
三
年
「第
四
十
二
回

京
都
府

文
化
賞
功
労
賞
」受
賞
。
一
〇
０
六
年
淡
交
社
よ
り
「能
ヘ

の
い
ざ
な
い
」
を
出
版
。
■
０
二
年
、
重
要
無
形
文
化
財

（総
合
）
認
定
。

歌
人

一
九
六
二
年
京
都
生
ま
れ
ｔ
現
在
も
在
住
ｔ
二
十
三
歳

で
塚
本
邦
雄
に
師
事
ｃ
短
歌
誌
「
玲
朧
」
に
入
会
。
現
在
、

「玲
龍
」
選
者
・編
集
委
員
二

九
九
一
年
第

歌
集
一「ゆ
る

が
る
れ
」
に
て
第
卜
八
回
現
代
歌
人
集
会
賞
受
賞
。
以
下
、

『
木
に
縁
り
て
魚
を
求
め
よ
」
『
匿
名
の
森
』
最
新
歌
集

『朱
雀
の
馨
』
な
ど
、
歌
集
五
冊
上
梓
。
ほ
か
に
エ
ッ
セ
イ
集

『
京
都
千
年
う
た
紀
行
』
、
入
門
書
『
塚
本
邦
雄
の
百
首
』

な
ど
出
版
。
二
０
二
六
年
四
月
．
日
よ
り
京
都
新
聞
一面
に

『京
近
江
け
さ
届
く
う
た
」
の
毎
日
連
載
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

現
在
担
当
中
の
講
座
は
、
「源
氏
物
語
と
名
作
能
」
「平
家

物
語
と
能
の
Ｌ
界
」
な
ど
一
か
月
約
五
卜
講
座
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
テ
レ
ビ
「百
人
一首
歌
人
紀
行
」
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
ラ
ジ
オ

「今
朝
の
み
そ
ひ
と
文
字

一な
ど
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
出
演
も

多
致
〓
現
代
一・項
ｋ
集
会
三
事
長
、
現
代
歌
―
、一
「
会
会
員
‥

お
話
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能
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田
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井
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方
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トー
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西
行
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師
江
崎
欽
次
朗

間
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社
の神
＝
躾
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後

見

松
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方

　

圏
第
２
回

大
鼓
河
村

　

大

太
鼓
前
川

光
範

小
鼓
曽
和

鼓
堂

笛

杉

信
太
朗

青
木
真
由
人

地
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樹
下

千
慧

深
野

貴
彦

古 青 河

橋 本 村

正 道 晴

邦 喜 道

2026年

6月 7日 [日 ]

14時開演

(13時30分開場 )

玄崇

[交通案内]

京阪電車石坂線「大津市役所前」駅から南へ約400m

JR琵琶湖線「大津」駅からタクシーで約10分

JR湖西線「大津京」駅からタクシーで約5分

来館者専用駐車場 (無料)がございます。
★来館者専用駐車場 (無料)の台数に限りがありますので、

できるだけ公共交通機斐のこ利用をお願い致します。
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l tll tll前売 全席指定席

S席 6,000円  A席 5,500円

(当 日 各 500円士曽)公演当日に残席がある場合のみ販売

発売日友の会 :2月 20日 (金)一 般 :3月 6日 (金 )
各発売日の受付は窓口10時より電話予約11時 より開始

大津市伝統芸能会館

te!077‐ 527‐5236

舞 台

S席 正面席

A席 脇正面席

申正面席

正面席の一部

1‐ |

:~■¬
にII

「壽

1生 ろ
|-1

■→
覆遍

自

1縫
1`場

『
襲

ざ
´

藍

葵
:

摯理
解蓼
静
，

，

1"|
汽コ
■月
摩」
I● l

津¬
牟コ

↓

'It'′
1'1'“
'a":|`'お

2'_生 ´
‐

''''21'1 222'21'''''''`'| 11_´
‐

堅田駅前観光案内所 te1 077-573-1000

石 山駅観 光案内所 te1 077-534-0706
※未就学児のご入場はお断り申し上げます。

※記載内容は変更になる場合がございます。

大 津 市 伝 統 芸 能 会 館

大津市園城寺町246‐ 24
VVeb httpS://OtSu―dengei・ ip
王催/大津市伝統芸能会館指定管理者株式会社コンベンンヨンリンケージ

後援/三井寺 京都新聞 大津市議会
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